
「中小建設業のDX化を考える」

令和8年4月4日

中小企業診断士

コンサルティング・オフィス飯島

代表 飯島 康

1

住宅ビジネス研究会

1

コンサルティング・オフィス飯島



「中小建設業のDX化を考える」
目 次

Ⅰ. 建設業の現状

Ⅱ．新3Kへの取り組み

Ⅲ. 中小建設業のDX化を考える

DX化に向けた準備➀：工事着手前の対応

DX化に向けた準備②：工事中の対応

DX化に向けた準備③：竣工後の対応

2

コンサルティング・オフィス飯島



Ⅰ．建設業の現状：建設市場は13.0%減まで復興も建設就業者は30%減
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Ⅰ．建設業の現状：新築住宅は減少の一途。40年には61万戸
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新設住宅着工戸数の実績と予測（全体） 
                   ※出展：野村総合研究所 ニュースリリース  2025年6月12日

出所：実績値は国土交通省「住宅着工統計」より。予測値はNRI（㈱野村総合研究所）



Ⅰ．建設業の現状：建設業就業者477万人の36.7%が55歳以上！
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Ⅰ．建設業の現状：10年後にはさらなる高齢化に！



Ⅰ．建設業の現状：4週8休以上の休日取得率は単純平均で23.5%
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１．建設業の社会的役割：「住まい」と「社会環境の整備」
発注者：公共機関、民間企業/個人 ⇒ 建設には素人
工事規模：「ピンからキリまで」 ⇒ 重層下請け構造
建設寿命は数十年 ⇒ 成果物納品＋品質保証：請負契約

建設業法：建設業許可、技術者制度、建築基準法

２．建設業を取り巻く環境の推移と課題
＊戦後の復旧・復興～環境の整備（1950年～1970年頃）

黙っていても仕事が来た、努力しなくても人が集まった

＊グローバル化～工事の大型化～バブルの崩壊（～1990年）
作業環境改善の遅れ、⇒3K：きつい、汚い、危険

＊少子・高齢化・失われた30年：維持管理の時代へ(1990年～）

⇒国土交通省の新３K（給与、休暇、希望）（2015年～）
第三次担い手３法：働き方改革、処遇改善等 （2024年）
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Ⅰ．建設業の現状：社会的な位置づけから考える
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Ⅱ．新3Kへの取り組み：国土交通省の取り組み
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Ⅱ．新3Kへの取り組み：「担い手3法」の改正による対応
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Ⅱ．新3Kへの取り組み：建設業法改正による新たなルール
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Ⅱ．新3Kへの取り組み：公共工事設計労務単価について＊



１．建設業のDX（デジタルトランスフォーメーション）とは
・目的: 業務の効率化、働き方改革や安全性の向上、データに

基づく経営判断への転換を図る
・具体策：
＊AI、IoT、BIM/CIM、ドローンなどのデジタル技術の活用により、
＊設計～施工～維持管理の業務プロセスを効率化・自動化し、
＊人手不足、高齢化、長時間労働等の課題を解決し、

生産性向上や競争力の強化を図る
・背景：2016年からの国交省による「i-Construction」の推進、

2024年問題（働き方改革関連法）への対応
（※「建設業DX、国土交通省」をキーワードにAIを参照）

◆今回のテーマ：DX化に向けた準備
＊経営改善につなげるデジタル技術とはどんなものか
＊業務プロセスを効率化するための情報とはどんなものか
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Ⅲ．建設業のDX化を考える
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2．工事における自社の位置づけを確認
・元請企業 OR 下請企業（協力業者） ⇒ 元請企業がリーダー

＊建設業許可の種類：建築・土木/専門業種（特定/一般建設業）

3．「中小建設業のDX化に向けた準備」を考える
・建設工事は“一品生産”

「建設工事は、たとえ設計が同じ建物でも、
現場環境により、段取り・手順・工期・請負金が変わる」

工事１件毎の管理： “工事台帳” ⇒原価と工事実績データ

まず、事前調査・現場環境の確認を！

Ⅲ．建設業のDX化を考える
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◆DX化に向けた準備➀：現場の事前調査と実績データの蓄積と改善

１）現場の事前調査と情報の整理・蓄積

＊現場の敷地状況、周辺環境、当社との位置関係

⇒安全確保・近隣挨拶、環境影響（日照・振動・騒音、・・・）

２）事前調査を踏まえた必要仮設工事の確認とデータ蓄積

＊仮設事務所、通路/資機材置場、電源・上下水道・仮設トイレ、

＊安全柵、防音柵、保安資器材、足場、小運搬用トラック、・・・

「今回工事+将来工事」を視野に、「現状+対策+結果・費用」等の

情報化を図る ⇒ 設置・維持・撤去の人工数・工期等の把握

Ⅲ．建設業のDX化を考える：現場の事前調査と対応データの蓄積
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◆参考：施工計画の作成
依頼された工事を、どのような手順で施工し、請負金額の中で、
安全に、品質を確保し、工期内に引き渡すかの計画

※契約書、設計図書（図面、仕様書、現場説明書、質問回答書）を基本に

１）事前調査（契約条件、現場環境 ⇒ QCDSに大きく影響！）
２）仮設工事（本工事を標準的環境で行えるようにする準備工事）
３）本 工 事 （基礎工、棟木工・屋根、壁・断熱、設備、・・・）
４）共通経費（現場人件費、工事保険、交通費、・・・）
５）本社経費（営業、金融・保険、・・・利益 ⇒ 工事費の比率）

・品質管理Q：工種別品質：寸法、強度、性能、 （ミルシート）
・予算管理C：実行予算/実算管理 ⇒ 出来高工程表、資金繰り
・工程管理D：全体・月間工程表、工種別工程表、安全工程表
・安全管理S：事業所設置届、労働基準法、安衛法、他

“DX化に向けた準備②”は、本工事を対象に！
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Ⅲ．建設業のDX化を考える
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◆DX化に向けた準備②：自社歩掛のデータ蓄積と改善
【歩掛とは】

建設・土木工事で、一定の作業（1㎡、1m、1台など）を完成させ
るために必要な作業員の手間や機械の運転時間（＝工数）を
数値化した指標 ⇒ 標準歩掛：国土交通省のデータ

１）工事歩掛（過去の実績）による工程表の作成
・設計数量と「標準歩掛」を基に必要人工数を算出
・必要人工数から所要日数を算出し、工程表を作成

２）工事歩掛による各工種の予算の作成
・標準歩掛と標準労務単価・設計数量により工種予算を算出

・自社歩掛の改善で生産性向上を！ ⇒ 事例：枠組み足場 ⇒

“DX化に向けた準備③”は、竣工後に！

Ⅲ．建設業のDX化を考える：自社歩掛のデータ蓄積と改善を



3）事例：「枠組足場」の標準歩掛り
特徴：➀組立、解体等作業が、比較的容易

：②部材の強度が高く、耐久性に優れているため安全性が高い
：③地上から45mまでの建物が構築できる（14階～15階に相当）

18

コンサルティング・オフィス飯島

Ⅲ．建設業のDX化を考える：自社歩掛のデータ蓄積と改善
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備考率を乗じる
歩掛区分

高さ22ｍ
以上

高さ22ｍ
未満

高さ12ｍ
未満

単
位

仕様名称

労以外0.380.380.38枚1,200*1,700㎜建枠

仮労以外0.650.650.65枚500*1,800㎜板付布枠

設労以外0.320.320.32本1,200*1,800㎜筋違

の労以外0.020.030.05枚240*4,000㎜合板足場板

資労以外0.060.080.12本ストローク250㎜ジャッキベース

材労以外0.030.030.03個L＝600㎜程度壁つなぎ

賃労以外0.360.360.36枚先行手すり枠

料労以外0.680.680.68枚つま先板（幅木）

労以外0.360.360.36本枠組本足場用手すり

労以外111式修理費

労0.0620.0560.049人掛け65%、払い35%とび工

－111式諸経費

3）「枠組足場：H10m×B10ｍ×４面＝400掛㎡の場合
標準歩掛：とび工0.049人/㎡ ⇒ 自社実績歩掛：0.04人/㎡

見積 ⇒ 0.049人/㎡×400㎡＝19.6人@23,237＝455,446円、工期 ⇒ 5日/4人
予算 ⇒ 0.04人/㎡ ×400㎡＝16.0人@23,237＝371,792円、工期 ⇒ 4日/4人

表 A1-1-9 ：枠組本足場（手すり先行方式）：1200枠（500布枠×2枚）（掛面積1㎡当たり） 国土交通省

Ⅲ．建設業のDX化を考える：自社歩掛のデータ蓄積と改善



◆DX化に向けた準備③：検査・点検データの蓄積と活用
・毎日住んでいる家なのに、いざとなると

工事を、誰に頼んでよいかわからない！

１）対応のキーワードは「情報発信・情報交換」
・「受注」までの活動について

＊「地域の身近な建設会社」を情報発信 ⇒ 地域の信頼を！
＊「面談～受注」までのコミュニケーション力を！

※「見えない部分の不具合の可能性と予算化の提案」

・「受注～引き渡し」までの活動について
＊作業フローに沿った関係者との情報交換：オンラインの活用
＊お客様への工事状況の報告 ⇒ お客様の信頼・安心感

・「引き渡し後」の活動について
＊建物の一生はこれから（50年）！

⇒ 「引き渡し後のフォロー」が重要！
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Ⅲ．建設業のDX化を考える：検査実績は次への営業データ



◆DX化に向けた準備③：検査・点検データの蓄積と活用
２）“人間”と“建設物”は一心同体です
＊人間は100年にわたり成長する時代になりました

「誕生～成長・活動の場を広げ～終活」
⇒ この間、建物も必要機能が付加されていきます

＊とはいえ、建物は進化しつつも時間と共に劣化していきます

＊人も建物も変化へのフォローには「プロの目」が必要！
⇒「建設・引き渡し」の後のフォロー体制を

⇒ 「1年後、3年後、5年後、10年後・・・」の検査体制

＊「引き渡し後が営業のスタート」
⇒ 「定期点検」は、お客様との関係を保つ重要手段

竣工検査・定期点検データの蓄積で営業データに！
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Ⅲ．建設業のDX化を考える：検査実績は次への営業データ



◆DX化に向けた準備のまとめ

・DX化に向けた準備➀：現場の事前調査と対応データの蓄積と活用
事前調査が施工最適化を招く ⇒ 現地情報を次の工事に生かす

・DX化に向けた準備②：工事の自社歩掛データの蓄積と改善
歩掛活動が施工の効率化を招く ⇒ 工事情報を次工事に生かす

・DX化に向けた準備③：検査・点検データの蓄積と活用
検査データと点検データ ⇒ 引き渡し後の営業データに

施工環境の違う“一品生産”の建設工事では

＊現地の状況を把握をした上で

＊各工事フロー毎の実績情報や引き渡し時のデータを生かし

＊DX化ツールの活用により

施工の効率化を図る（ + 次期工事への関係を築く）
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Ⅲ．建設業のDX化を考える



ありがとうございました。
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胸を張って、
「生活を支える産業」

を伝えていこう


